
















氏名 山﨑 信宏 
学位の種類 博士（工学） 
学位記番号 第 661 号 
学位授与の日付 2018 年 3 月 24 日 
学位授与の要件 本学学位規則第 5 条第 1 項(1)該当者(甲) 
論文審査委員 主査 教授 森 猛 
副査 教授 溝渕 利明 
副査 教授 藤山 知加子 



























































図 1 ミドルビームとサポートビームの接合に溶接を用いるモジュラー型伸縮装置 
















本論文は 6 章で構成されており，各章の概要は以下に示す通りである． 

































るという結果を示している．そして，その場合の疲労強度は，JSSC 指針に定められる C 等
級になるとしている． 
第 5 章「疲労照査例」では， 第 2 章で示した疲労荷重と応力計算法，疲労照査法の考え
方と第 3 章と第 4 章で示した疲労強度に基づき，モジュラー型伸縮装置溶接部の疲労照査
例を示している． 
第 6 章「結論」では，この研究で得られた成果をまとめて示している． 
 
 
２．審査結果の要旨 
伸縮装置は，橋梁を構成する上で欠くことのできない構造物であるが，附属物として扱
われることが多く，また橋梁本体とは異なる業者が製作するのが一般的であるために，作
用と抵抗を比較することにより行うべき，疲労設計が製品検査のような形で行われている
のが現状である．この研究は，このような状況を打破するために，伸縮装置の疲労設計の
考えた方とその基礎となる疲労強度を詳細な実験と解析をもとに明らかにしている．また、
疲労設計のもう一つの柱となる疲労荷重について、現状の知見をまとめて、その設定方法
を提案している。ここで示されている成果は，今後の伸縮装置の疲労設計の基礎となりう
るものである． 
 以上のように，ここでの成果は今後の伸縮装置の疲労設計法の確立に大きく寄与するも
のであり，工学的に高い価値を有するものと判断される．よって，本審査小委員会は全会
一致をもって提出論文が博士（工学）の学位に値するという結論に達した． 
 
